
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

病院病理学専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
剖検および生検・手術材料の病理診断の実践を通して、検体の取り扱いを含む基本的な手技および診断

に至る思考過程を習得する。加えて、形態を観察することから生ずる様々な疑問を、解析的手法を用い

て解決しようとする“Research mind”の涵養も重視する。 
本コースは、基本的には病理専門医・細胞診専門医資格取得を目標とするが、将来、病理診断科以外の

臨床科を希望するものにも門戸は開かれている。諸臓器の変化を有機的に関連付け一患者全身の病態を

考察するという剖検のマクロ的思考から、顕微鏡レベルさらにはタンパク・遺伝子レベルでの変化を検

索するミクロ的思考までを縦横に駆使する病理診断学の魅力をあますところなく伝えたい。 
 
研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 
研修期間 
1 年 
習得内容 
病理組織学的診断や病理解剖の基礎的な手技と考え方を習得する。1）生検材料について適切な病理組

織学的診断を行う。2）外科切除検体について詳細な肉眼所見を述べ、組織学的診断に適する切り出し

を習得する。3）術中の迅速診断を適切に行う。4）指導医の下での病理解剖、および病理組織学的診断

を行う。 
２年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 
研修期間 
1 年 
習得内容 
これまでに習得した技能や知識を活用し、主体性を持って日常の診療に従事する。典型例や稀少例につ

いてより深い考察を行い、積極的に臨床各科や指導医と討論することが望まれる。1）細胞診の判定を

習得する。2）自験例について病理学的鑑別診断と重症度の評価を行う。3）稀な症例について指導医に

助言を求めながら診断することを習得する。また稀少例は病理学会等で症例報告を行い、論文を作成す

ることを目標とする。  
3 年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院、大橋病院、佐倉病院、神奈川県立がんセンター、日産厚生会玉川病院  



研修期間 
0.5～1 年 
習得内容 
臨床研究や臨床に直結する病態モデルを用いた実験などに従事できるよう、個人の希望や資質にあった

プログラムを設定し、論文作成を目指す。深在性真菌症を中心とした病理診断技能を修得する。また、

上記の教育関連施設にて病理組織学的診断の研鑽も可能である。 
４年目以降 
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 
研修期間 
1 年 
習得内容 
病理専門医資格および、細胞診専門医資格を取得する。 
レジデントやローテーターに対して直接指導する立場で診療に従事する。病理・細胞診断を行うと同時

に術中診断やカンファレンス等で担当症例の呈示責任者としての参加が望まれる。また、稀少例の詳細

な形態解析や遺伝子解析や自らの研究課題に取り組み、より専門的な知識や手技の習得を目標とする。 
 
日本病理学会が行う専門医試験を受験、専門医資格を取得  
  
週間予定 
 

 
午前 午後 

月 
標本検鏡（生検、手術材料、剖検例） 同左  

迅速診断 細胞診断 

火 

標本切り出し 同左 

標本検鏡（生検、手術材料、剖検例） 細胞診断 

迅速診断 
 

剖検 
 

水 

標本切り出し 同左  

標本検鏡（生検、手術材料、剖検例） 細胞診断 

迅速診断 

第 1 週 18：00～ 呼吸器（外科）カンファレンス 
第 2 週 18：00～ 病院 CPC 
第 3 週 呼吸器(内科)カンファレンス 
毎 週 17：00～ 上部消化管キャンサーボード 

木 

標本切り出し 
 

標本検鏡（生検、手術材料、剖検例） 13:30～ 医局会議 

迅速診断 14:00～ 剖検症例カンファレンス 



剖検 同左  

 

細胞診断 
第 1 週  リサーチミーティング 
第 4 週  細胞診勉強会 

金 

標本切り出し 同左 

標本検鏡（生検、手術材料、剖検例） 細胞診断  

迅速診断 
 

剖検 
 

土 
標本検鏡（生検、手術材料、剖検例） 

 剖検（交代制） 

切り出し、迅速診断、剖検および細胞診断は、個人の外勤、研究を考慮しローテーションを組んで行っ

ている。 
基本的に専門医を中心にほぼ隔週 1 回の割り当てで、後期研修医は専門医から直接指導を受ける形式で

行う。 
 
教育関連病院・施設 
東邦大学医療センター大橋病院  髙橋  啓 
東邦大学医療センター佐倉病院  蛭田 啓之 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
後期研修医ならびに大学院生は常時 2 名以上が在籍し、互いに助け合いかつ切磋琢磨している。これま

で希望したものは全員、病理専門医資格を取得している。コース終了後は本学付属病院、他大学あるい

は教育病院にて病理医として活躍している。後期研修医として病理診断の実践経験を積みながら、本学

大学院医学研究科において、本コースに関連した研究を行い、学位を取得することが可能である。 
 
コースの指導状況 
病理診断については専門医 4 名が指導にあたっている。後期研修医は週一日程度、市中病院(多くが臨床

研修病院クラス)の病理診断部門で、常勤する病理専門医の指導のもと、病理診断の実践的経験を積むこ

とができる。さらに希望により、がん専門病院にてより高度の腫瘍病理診断学の研修を受ける機会もあ

る。 
コース指導責任者は我が国における深在性真菌症の病理診断および研究の第一人者であり、全国でもト

ップレベルの研究が行われている。研究指導には専従技師および真菌学の専門家である 4 名の客員講師

もあたっている。またスタッフは腫瘍病理学、血管の病理学といったテーマにも取り組んでおり、後期

研修医・大学院生の研究課題として選択可能である。 
 
学位・大学院と海外留学について 
当施設では、大学院生の入学も積極的に受け入れており、卒後 3 年目以降、どの時期からでも入学が可

能なプログラムを設けている。また、海外留学についても希望者に対しては、積極的な対応を行う。現



在、病院病理学講座で行われている大学院生を対象とした研究課題を以下に記す。  
1. 深在性真菌症の病態解析と遺伝子診断  
2. 循環器、特に肺動脈に関する病理組織学的研究  
3. 消化管腫瘍の臨床病理学的・分子病理学的研究  
4. 肺癌の分子病理学的研究  

 
評価及び修了認定 
プログラムの全過程において、年度末に自験例の要約と学術活動の報告が求められる。これに対して、

プログラム指導者と管理運営責任者が評価を加え、専門医受験者に対して自験例の認定や業務の認定を

行う。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本病理学会、日本臨床細胞学会、日本医真菌学会 

資格名 日本病理学会認定専門医、日本臨床細胞学会認定専門医、日本医真菌学会認定専門医 

資格要件 
日本医真菌学会認定専門医：会員歴 5 年、日本病理学会認定専門医：後期研修 3 年 
日本臨床細胞学会認定専門医:会員歴 3 年 
病理専門医取得時：会員歴 2 年 

学会の連携等の概要 

コース指導責任者は、当該学会の理事並びに厚生労働省研究補助事業の一環として全国規模の疫学調

査、診断法の標準化、新規診断法の確立、輸入真菌症の国内発生動向調査等の事業に携わっており、診

断病理学の研修と同時にこれらの事業にも参加する。その他、日本癌学会、腎病理協会、消化管病理医

の会など種々の学会・研究会に入会推薦可能。 

 


